
第3回エコツーリズムフォーラム２０１4 
～瀬戸内海国立公園指定８０周年を迎えて～ 
瀬戸内海の活性化に向けた新たな展開．．． 

エコツーリズムの果たす役割 

４.エコツーリズムフォーラム 



４.エコツーリズムフォーラム 

日 時：平成26年3月8日 
   13:00～16:30 
場 所：リージャスひろしまハイ 
   ビル２１ 
参加費：無料 
参加人数：約100名（関係者含む） 



４.エコツーリズムフォーラム 

主 催 
瀬戸内ツーリズム推進協議会 
構成：広島県・呉市・廿日市市・（一社）瀬戸内海エコツーリズム協議会 
 

後 援 
環境省中国四国地方環境事務所／EPOちゅうごく（環境省中国環境パートナー
シップオフィス）／中国経済連合会／ＮＰＯ法人日本エコツーリズム協会／ 
一般社団法人日本旅行業協会／中国新聞社／学校法人鶴学園広島工業大学／ 
学校法人ひらた学園ＩＷＡＤ環境福祉専門学校 
 

協 力 
ＮＰＯ法人自然環境ネットワークＳＡＲＥＮ／ＮＰＯ法人自然と釣りのネッ
トワーク／日本ミクニヤ株式会社／総合技研株式会社／ひろでん中国新聞旅
行株式会社／株式会社近畿日本ツーリスト中国四国／株式会社グローバルコ

スモ  



４.エコツーリズムフォーラム 

当日配布のパンフレット 



４.エコツーリズムフォーラム 

第１部 「国内外のエコツーリズム活動の実態」 

「瀬戸内ツーリズム推進協議会活動 
     及びフランス視察報告」 

上嶋 英機 瀬戸内ツーリズム推進協議会会長 

「フランス国のエコツーリズムの実態」 
Izabel Deuff フランス観光開発機構在日副代表 



４.エコツーリズムフォーラム 

第２部 
「瀬戸内海の活性化に向けた新たな社会システムの構築 
 とエコツーリズム活動が果たす役割」 
 ～瀬戸内海国立公園を基軸とした活用と維持～ 

「パネルディスカッション」 

コーディネーター：上嶋 英機 瀬戸内ツーリズム推進協議会会長 
パネリスト   ：Izabel Deuff フランス観光開発機構在日副代表 
         戸田 一常 広島大学大学院社会科学研究科教授 
         市原 信男 瀬戸内海エコツーリズム協議会顧問 
         山城 滋  中国新聞社編集局長 
         藤本 正明 ＮＰＯ自然と釣りのﾈｯﾄﾜｰｸ理事 



４.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケート回答数：３８） 
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総合評価 
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第1部 

第2部 

約８割の方々に満足頂いた。 



良かった点 
○先進的なフランスのエコツーリズムの実態を聞けた点。 
○地域社会の課題解決に役立つところ。 
○若い人の人材育成の重要性。 
○様々な切り口で、多角的にエコツーリズムを考えられた。 
 

改善してほしい点 
○登壇者と参加者とのコミュニケーションの時間がほしかった（質疑応答）。 
○実際に島に住んでいる方やエコツアーを受け入れる側の声を聞きたかった。 
○自治体の担当の立場から、課題や今後の取り組みを聞きたかった。 
 

その他 
○瀬戸内海への熱い思いが伝わってきた。今後も連携していきたい。 
○今回初めての参加し、改めて気付くことが多くあった。エコツーリズム＝体 
 験学習なのかと考えていたが、十分、旅行商品になるのではと感じた。 

４.エコツーリズムフォーラム 
参加者の声（アンケートの回答より抜粋） 

 


